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前列中央・左　奥山儀八郎夫妻、後列右　奥山義人氏（1959年夏）
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版画家・奥山儀八郎の作風は、彼の行動とともに生涯に何度か大きく変容し

ました。ここでは彼の生涯を下記の３つの時期に分け、今回の出品作品の番

号を掲げます。

１．昭和初期：1928（昭和3）年～1938　（昭和13）年　　　

広告版画家として、東京・丸の内のニッケ（日本毛織）のポスターを

制作した時期 （no.45～ 48）　

２．太平洋戦争の前後：1939（昭和14）年～1954　（昭和29）年ごろ　　

日本の伝統木版画の復興というライフテーマのもとに、彫師、摺師と協同

で浮世絵版画技法による制作、江戸浮世絵版画の復刻事業に取り組んだ

時期 （no.49～ 51）　

３．松戸時代：1954（昭和29）年～1981　（昭和56）年　

　松戸市下矢切に転居し、奥山版画工房を開設してから晩年まで （no.52～56）

このうち、３の松戸時代に儀八郎の制作を支えたご子息の奥山義人氏が、

今年4月11日、85歳で逝去されました。

奥山義人氏は、儀八郎の没後はその仕事を継承し、儀八郎が版画家として

の活動のかたわら1934（昭和9）年から取り組んだコーヒー飲用史研究と

コーヒー版画を「コーヒー文化学会」の場で深められました。また「東京伝

統木版画工芸協同組合」の理事として、江戸浮世絵木版画の復刻事業を監修、

校正され、若手技術者の育成と技術の継承に尽力されました。

松戸市に対しては、ほぼ全ての儀八郎作品をご寄贈くださっています。

この場を借りて義人氏のご厚意に感謝を申し上げ、謹んでご冥福をお祈り

申し上げます。
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ここに展示されているno.81《イージチェア5005》、no.80《ペンダントライト》、

no.84《スツールS-302》の3点は、丹下健三設計の建築のなかで使用されたも

のです。

丹下と剣持勇は1951（昭和26）年、剣持が丹下も所属していた新制作協会の

建築部会会員に推挙されたことをきっかけに交流を深めたとされています※1。

1958年に竣工した香川県庁舎（旧本館）において、丹下と剣持は初めてタッグ

を組みます。香川県庁舎は初期の丹下建築のなかでも代表的なものとされており、

柱と梁の組み合わせが日本の伝統的な木造建築を想起させます。

《イージーチェア5005》は香川県庁舎内の貴賓室で使用された作品です。

当時、官公庁の建築には既製品を導入するのが一般的だったなか、丹下は剣持

が庁舎の内装や家具デザインを担当できるように取り計らったとされています。

この仕事を皮切りに、丹下は剣持に自身の建築の内装を任せます。東京オリ

ンピックをきっかけに竣工された国立屋内総合競技場（1964年）では、貴賓室

前の廊下用に《ペンダントライト》がデザインされ、草月会館（1977年）では

《スツールS-302》が使用されました。

1971(昭和46)年の剣持の死について、丹下は次のように語っています。「剣持

さんのデザインは合理的な、バウハウスの線からスタートして、本当に日本人の

風土や、日本人の心の中に定着させるようなデザインにまで発展させた※2」

ジャパニーズ・モダンを提唱した剣持勇と、日本の伝統建築をモダンデザイン

に昇華させた丹下健三。二人のデザインのバックグラウンドには常に日本の伝統

文化や技術がありました。

※1剣持勇「温い掌－丹下さんと私」『現代日本建築体系』第3巻　三一書房、1970年

※2丹下健三「剣持さんのデザイン」『剣持勇の世界　第一分冊』河出書房新社、1975年
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